
の
慰
め
で
あ
っ
た
。

「
イ
ス
ラ
ム
」
教
の
土
着
民
は
髪
も
目
も
黒
く
、
我
々
と
変

わ
ら
ぬ
相
貌
で
人
情
豊
か
な
人
々
で
あ
る
。
私
た
ち
若
い
一
個

班
は
共
産
党
「
オ
ル
グ
」
か
ら
反
動
分
子
と
睨
ま
れ
、
懲
罰
と

し
て
農
村
へ
送
ら
れ
る
。

収
穫
期
の
砂
糖
大
根
の
貨
車
積
み
で
、

一
人
で
六
十
ト
ン
無
蓋
車
満
杯
が
「
ノ
ル
マ
」

。
貨
車
が
入
れ

ば
昼
夜
の
別
な
く
積
み
込
み
で
、

入
ら
な
い
と
き
は
丸
々
休
み
。

「
バ
ザ
ー
ル
」
へ
行
っ
て
物
々
交
換
し
た
り
、
女
性
の
宿
舎
で

遊
ん
だ
り
で
一
冬
を
過
ご
す
。

二
十
二
年
春
、
世
話
に
な
っ
た
彼
女
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
て

原
隊
復
帰
。
再
び
地
獄
の
「
ラ
ボ
ー
ト
」
は
、
戦
後
、
ア
ン
グ

レ
ン
川
に
発
見
さ
れ
た
石
炭
層
の
露
天
掘
り
開
発
の
た
め
の
河

川
改
修
工
事
で
あ
っ
た
。
途
中
マ
ラ
リ
ア
に
や
ら
れ
、
悪
寒
と

高
熱
（
四
一
度
）
で
ふ
ら
ふ
ら
。
人
間
、
栄
養
不
良
が
長
く
続

く
と
「
思
考
力
・
記
憶
力
」
が
消
滅
し
て
、
牛
馬
に
近
づ
く
こ

と
を
実
感
し
た
。

二
十
三
年
六
月
、
思
い
も
か
け
ぬ
帰
国
命
令
で
「
ダ
モ
イ
」

。

天
に
も
上
る
心
地
で
「
ラ
ー
ゲ
ル
」
に
永
遠
の
別
れ
を
告
げ
て

「
ナ
ホ
ト
カ
」
へ
。
乗
船
待
ち
の
と
き
福
井
大
地
震
の「
ニ
ュ
ー

ス
」
が
あ
り
、
北
陸
は
全
滅
と
聞
い
て
「
シ
ョ
ッ
ク
」
を
受
け

た
が
、
生
き
て
帰
れ
る
嬉
し
さ
は
何
も
の
に
も
勝
る
。

夢
に
見
た
故
国
、

涙
で
見
た
緑
の
舞
鶴
の
土
を
踏
ん
だ
の
は
、

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。

（
彼
の
国
に
眠
る
英
霊
に
合
掌
）

シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
体
験
　 

島
根
県
　
高
尾
敏
教
　 

私
は
大
正
十
三
年
一
月
二
日
生
ま
れ
で
す
。

昭
和
十
九
年
四
月
、
満
州
国
新
京
で
徴
兵
検
査
を
受
け
る
。

九
月
二
十
日
鞍
山
市
の
満
州
第
一
二
二
四
部
隊
へ
入
隊
し
た
。

鞍
山
に
は
、
昭
和
製
鋼
所
が
あ
り
、
こ
れ
を
敵
の
空
襲
か
ら
守

る
た
め
の
監
視
と
照
空
を
任
務
と
す
る
、
別
名
関
東
軍
野
戦
照

空
第
一
大
隊
と
い
っ
た
。
一
緒
に
入
隊
し
た
五
十
名
は
全
員
満

州
在
住
者
で
、
甲
種
合
格
者
は
わ
ず
か
で
、
第
一
乙
種
合
格
者

が
多
か
っ
た
。

部
隊
の
配
置
は
昭
和
製
鋼
所
を
囲
む
よ
う
に
、
中
隊
本
部
と



五
分
隊
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
部
隊
は
仮
設
の
陣
地
で
長
方
形

の
穴
を
掘
り
、

そ
の
上
に
三
角
屋
根
を
し
た
薄
暗
い
兵
舎
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
五
カ
月
間
の
初
年
兵
教
育
を
受
け
る
。
別
棟
に
は

中
隊
長
外
、
内
務
班
、
教
育
係
の
見
習
士
官
が
入
っ
て
い
た
。

こ
の
な
か
の
一
人
、
菅
見
習
士
官
は
、
初
年
兵
教
育
係
と
し
、

ま
た
ソ
連
抑
留
中
は
通
訳
と
し
て
ソ
連
側
と
の
交
渉
に
当
た
ら

れ
、
復
員
後
、
収
容
所
で
の
通
訳
の
一
件
で
国
会
に
証
人
喚
問

さ
れ
、
問
題
の
解
決
を
見
ず
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
が
、
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
で
あ
る
。

五
カ
月
間
の
教
育
も
終
わ
り
、
昭
和
二
十
年
二
月
一
期
の
検

閲
を
受
け
る
。
幹
部
候
補
、
下
士
候
補
や
南
方
転
出
と
、
ほ
と

ん
ど
の
者
が
隊
を
離
れ
て
い
っ
た
。
通
信
班
に
残
っ
た
の
は
、

私
と
高
知
県
出
身
の
下
元
長
人
君
の
二
人
だ
っ
た
。
三
月
に
は

次
の
初
年
兵
が
入
隊
し
て
く
る
。
約
五
十
名
で
、
そ
の
な
か
に

は
朝
鮮
籍
の
兵
隊
も
数
人
い
た
。
検
閲
も
終
わ
り
多
少
は
余
裕

も
で
き
て
き
た
四
月
、
入
隊
以
来
初
め
て
戦
闘
配
置
に
つ
く
。

こ
の
日
、
Ｂ29

の
空
襲
を
受
け
る
。
通
信
班
は
聴
測
班
が
測
定

し
た
敵
機
の
位
置
を
砲
隊
へ
通
報
す
る
の
が
、
私
た
ち
の
通
信

班
の
任
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
七
機
の
Ｂ29

が
高
度
一
万
メ
ー

ト
ル
で
飛
来
し
、
製
鋼
所
や
陣
地
の
す
ぐ
近
く
へ
数
発
の
爆
弾

を
投
下
し
て
悠
々
と
立
ち
去
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
既
に
日
本
の
戦
況
は
不
利
で
あ
る
こ
と
は
、
よ

く
耳
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
八
月
に
な
り
、
ソ
連
が
参
戦
し

た
こ
と
を
古
年
兵
か
ら
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
陣
地
の
撤
収

命
令
が
あ
り
、
通
信
班
は
全
機
材
を
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
出
発

す
る
。
移
動
先
は
奉
天
で
あ
っ
た
。
長
沼
公
園
の
近
く
に
陣
地

を
造
り
、
通
信
機
材
の
整
備
点
検
を
終
え
て
、
こ
こ
で
部
隊
全

員
、
ソ
連
軍
の
侵
入
に
備
え
、
肉
薄
攻
撃
を
想
定
し
待
機
中
に

戦
争
の
終
結
を
知
る
。

通
信
班
長
か
ら
終
戦
の
詔
書
が
放
送
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ

れ
た
。
非
常
呼
集
が
か
か
り
、
部
隊
長
か
ら
正
式
に
戦
争
の
終

結
と
今
後
の
行
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
人
事
係
よ
り
兵
の

み
進
級
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
現
地
除
隊
を
希
望
す
る
者
は
申
し

出
る
よ
う
伝
達
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
数
人
の
除
隊
希
望
者
と
朝

鮮
籍
の
初
年
兵
全
員
が
隊
を
離
れ
て
い
っ
た
。
上
部
か
ら
の
命

令
で
武
器
の
集
積
が
始
ま
る
。
こ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
ソ
連
軍
の

進
駐
は
な
か
っ
た
。
奉
天
市
郊
外
の
北
陵
へ
集
結
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
当
時
は
治
安
も
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
分
隊
に
一
挺



の
小
銃
の
割
当
て
が
あ
っ
た
。
北
陵
で
約
一
カ
月
く
ら
い
、
内

地
へ
帰
還
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
幕
舎
生
活
を
続
け
る
。

九
月
十
五
日
、
六
日
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。
奉
天
駅
の
隣
、

皇
姑
屯
駅
へ
集
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
夜
を
徹
し
て
歩
い
た
。

こ
こ
で
は
じ
め
て
、
ソ
連
軍
の
兵
隊
を
見
る
。
将
校
、
下
士
官

は
制
服
を
着
て
い
た
が
、
兵
隊
は
有
り
合
わ
せ
の
民
間
人
の
服

を
着
て
、
両
腕
に
は
時
計
を
い
っ
ぱ
い
つ
け
て
、
や
た
ら
に
マ

ン
ド
リ
ン
銃
を
撃
っ
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

や
が
て
、
ソ
連
軍
の
将
校
の
人
員
の
掌
握
が
終
わ
り
、
内
地

へ
帰
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
貨
物
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
が
、

こ
の
日
か
ら
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
長
い
旅
立
ち
が
始
ま
る
。

途
中
、
新
京
駅
で
停
車
し
た
。
こ
の
駅
構
内
に
は
満
鉄
勤
務

当
時
の
職
場
も
あ
り
、
ま
た
一
年
前
に
は
多
く
の
職
場
の
人
に

見
送
ら
れ
入
隊
し
た
懐
か
し
い
駅
で
も
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
車

外
を
見
る
と
職
場
の
同
僚
が
一
人
い
た
。
こ
こ
で
下
車
し
職
場

へ
復
帰
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
が
、
ソ
連
兵
の
監
視
も
き
び
し

く
、
つ
い
に
そ
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。
列
車
は
走
っ
て

い
る
時
間
よ
り
も
停
車
し
て
い
る
時
間
の
ほ
う
が
長
か
っ
た
よ

う
に
思
う
。

黒
河
の
駅
に
着
い
た
。
こ
こ
で
下
車
。
貨
車
で
持
っ
て
き
た

物
資
を
船
に
積
み
替
え
る
作
業
を
さ
せ
ら
れ
た
。
四
、
五
日
は

か
か
っ
た
と
思
う
。
こ
こ
ま
で
大
切
に
隠
し
持
っ
て
き
た
腕
時

計
を
作
業
中
に
ソ
連
の
監
視
兵
に
没
収
さ
れ
た
。
対
岸
の
ブ
ラ

ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
船
で
渡
り
、
ま
た
貨
物
列
車
に
乗
せ
ら

れ
る
。
ま
だ
こ
の
こ
ろ
は
内
地
へ
帰
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た

者
が
多
く
、
狭
い
車
内
で
進
行
方
向
を
東
だ
、
西
だ
と
言
っ
て

い
た
が
、
列
車
が
バ
イ
カ
ル
湖
ま
で
来
る
と
だ
れ
も
が
諦
め
て

「
日
本
へ
ダ
モ
イ
」
を
口
に
す
る
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

最
終
目
的
地
に
着
い
た
の
は
、
月
も
変
わ
り
十
一
月
に
な
っ

て
い
た
。
カ
ザ
フ
共
和
国
カ
ラ
ガ
ン
ダ
地
区
第
九
十
九
捕
虜
収

容
所
第
十
一
分
所
、

こ
こ
が
私
た
ち
の
落
ち
着
き
先
で
あ
っ
た
。

奉
天
北
陵
で
編
成
さ
れ
た
部
隊
は
鞍
山
の
高
射
砲
第
八
六
〇
部

隊
と
照
空
隊
第
一
二
二
四
部
隊
と
合
わ
せ
て
一
千
名
で
、
第
八

六
〇
部
隊
の
松
本
少
佐
を
長
と
し
、
第
一
二
二
四
部
隊
の
富
沢

大
尉
を
副
と
し
、
軍
医
一
名
外
に
見
習
士
官
ら
旧
軍
隊
の
延
長

で
あ
っ
た
。
収
容
所
は
以
前
ド
イ
ツ
人
捕
虜
が
収
容
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
、
入
所
し
た
と
き
、
ま
だ
数
人
の
ド
イ
ツ
人
捕
虜

と
ル
ー
マ
ニ
ア
人
が
い
た
。
建
物
は
煉
瓦
造
り
で
外
壁
に
は
白



粘
土
を
水
で
溶
か
し
て
塗
っ
て
あ
っ
た
。
雨
が
降
る
と
、
塗
料

が
流
れ
、
た
び
た
び
塗
り
替
え
さ
せ
ら
れ
た
。
部
屋
の
割
当
て

は
一
室
に
五
〇
人
く
ら
い
で
、
寝
台
は
四
人
用
で
、
木
造
の

実
に
粗
末
な
も
の
で
、
板
と
板
の
間
に
は
南
京
虫
が
い
っ
ぱ
い

い
た
。
入
所
早
々
よ
く
作
業
に
引
き
出
さ
れ
た
。

十
二
月
に
な
り
、
寒
さ
も
本
格
的
と
な
っ
た
こ
ろ
、
昼
夜
の

別
な
く
貨
車
か
ら
材
木
下
ろ
し
を
や
ら
さ
れ
た
。

雪
が
降
る
と
、

鉄
道
線
路
の
除
雪
作
業
や
飛
行
場
の
滑
走
路
の
除
雪
作
業
を
さ

せ
ら
れ
た
。
零
下
四
〇
度
は
超
え
て
い
た
と
思
う
。
徹
夜
作
業

で
、
こ
の
と
き
は
、
珍
し
く
ウ
オ
ッ
カ
の
水
割
り
の
配
給
が
あ
っ

た
。
抑
留
中
、
こ
の
よ
う
な
待
遇
を
受
け
る
こ
と
は
二
度
と
な

か
っ
た
。
作
業
隊
の
編
成
が
始
ま
り
、
機
械
工
場
、
煉
瓦
工
場
、

建
築
現
場
な
ど
に
分
散
し
て
作
業
に
い
く
こ
と
に
な
る
。

私
は
地
方
で
の
職
業
を
生
か
し
電
気
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ

と
が
で
き
た
。
機
械
工
場
で
一
般
ソ
連
人
と
同
じ
仕
事
を
し
、

対
等
に
ノ
ル
マ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
こ
の
作

業
も
長
く
は
な
く
、
次
の
組
み
替
え
で
煉
瓦
工
場
へ
行
く
こ
と

に
な
る
。
作
業
は
三
交
代
制
の
粘
土
掘
り
で
、
作
業
隊
中
一
番

の
重
労
働
で
、
寒
さ
と
空
腹
で
ノ
ル
マ
の
達
成
が
で
き
ず
、
ほ

か
の
作
業
隊
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
毎
日
作
業
隊

の
ノ
ル
マ
を
掲
示
し
て
い
た
が
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
下
し

て
い
た
と
き
に
は
営
倉
へ
入
れ
る
と
言
っ
て
収
容
所
長
か
ら
叱

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
作
業
隊
で
心
身
共
に
疲
れ
果
て
て
い
た
こ
ろ
、
定
期
の

健
康
診
断
が
あ
り
、
三
級
に
な
り
営
内
の
軽
作
業
に
回
さ
れ
、

炊
事
勤
務
と
な
る
。
運
よ
く
炊
事
班
に
は
鞍
山
時
代
の
深
井
班

長
が
責
任
者
を
し
て
い
た
。
お
陰
で
次
の
作
業
隊
編
成
が
あ
る

ま
で
の
長
い
間
、
炊
事
場
勤
務
を
さ
せ
ら
れ
、
私
に
と
っ
て
は

大
変
有
り
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
月
に
な
り
、
今
度
は
営
内
の
軽
作
業
班
の
中
か
ら
十
五
名

く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
、
呼
び
出
し
が
あ
り
、
そ
の
日
の
う
ち

に
私
物
を
ま
と
め
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
、
行
き
先
も

知
ら
さ
れ
ず
第
十
一
分
所
を
出
発
し
た
。
営
内
作
業
を
し
て
い

た
四
、
五
人
が
手
を
振
っ
て
見
送
っ
て
く
れ
た
。
一
年
半
お
世

話
に
な
っ
た
収
容
所
も
こ
れ
が
最
後
の
別
れ
と
な
っ
た
。
そ
の

日
の
う
ち
に
到
着
し
た
。

こ
こ
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
・
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に

は
板
べ
い
も
な
く
、
有
刺
鉄
線
も
な
い
。
監
視
兵
は
二
人
い
た



が
、
な
ん
の
拘
束
も
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
本
当

の
天
国
の
よ
う
な
気
が
し
た
。
数
日
し
て
、
私
た
ち
と
入
れ
替

わ
り
、
先
に
来
て
い
た
十
五
名
は
、
半
信
半
疑
で
は
あ
っ
た
が
、

日
本
へ
帰
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
に
、
鞍
山
の
部
隊
で
一
緒

だ
っ
た
同
県
人
の
小
村
氏
が
い
た
。
懐
か
し
か
っ
た
。
鉄
道
駅

ま
で
見
送
っ
て
行
く
途
中
、
も
し
内
地
へ
帰
っ
た
ら
私
が
元
気

で
い
る
こ
と
を
国
の
両
親
に
伝
え
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
て
別

れ
た
。
復
員
後
、
両
親
は
、
小
村
氏
が
実
家
を
訪
ね
て
く
れ
て
、

私
が
健
在
で
あ
る
こ
と
を
直
接
聞
き
、
安
心
し
た
と
話
し
て
く

れ
た
。
そ
の
両
親
も
既
に
こ
の
世
に
は
い
な
い
。

四
月
と
い
っ
て
も
地
面
は
凍
っ
て
い
た
。
こ
の
コ
ル
ホ
ー
ズ

に
は
ゲ
ル
マ
ン
系
の
ソ
連
人
が
多
か
っ
た
。
若
者
は
日
本
と
同

じ
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
、
老
人
と
女
性
が
多
か
っ
た
。
当
分
は

畑
仕
事
も
で
き
ず
、
植
付
用
の
種
馬
鈴
薯
の
選
別
や
、
大
根
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
種
子
を
作
る
作
業
を
し
た
。
去
年
刈
り
取
り
乾
燥

し
た
莢
を
作
業
場
の
庭
に
広
げ
て
、
こ
れ
を
裸
馬
に
乗
っ
て
馬

に
踏
ま
せ
て
、
種
を
採
り
出
す
作
業
で
、
時
に
は
落
馬
し
た
り
、

尻
の
皮
は
む
け
る
、
大
変
な
仕
事
だ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
も
終

わ
り
、
ソ
連
で
も
こ
の
こ
ろ
復
員
軍
人
が
一
人
、
二
人
と
コ
ル

ホ
ー
ズ
へ
も
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

気
候
も
よ
く
な
り
植
付
、
種
ま
き
の
時
期
が
や
っ
て
来
る
。

キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
、
ト
マ
ト
、
玉
葱
、
南
瓜
、
ジ
ャ
ガ
芋
な
ど
、

日
本
の
農
家
で
作
る
も
の
と
、
少
し
も
か
わ
ら
ず
、
土
地
が
肥

え
て
い
る
の
か
作
物
は
よ
く
で
き
た
。
雨
の
少
な
い
地
方
で
、

夏
の
作
物
に
は
用
水
路
か
ら
水
を
引
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
時
に

は
バ
ッ
タ
の
大
群
が
キ
ャ
ベ
ツ
畑
を
襲
う
こ
と
も
あ
り
、
人
間

の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
広
い
畑
を
ア
ッ
と
い
う

間
に
丸
裸
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
は
冬
の
来
る

の
が
早
く
、
九
月
に
な
る
と
収
穫
で
忙
し
く
な
り
、
馬
に
鍬
を

引
か
せ
て
人
参
や
ジ
ャ
ガ
芋
を
掘
る
。
こ
れ
を
拾
い
集
め
て
馬

車
で
貯
蔵
庫
へ
運
搬
す
る
の
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
収
穫
の
最
盛
期
に
入
る
と
い
う
十
月
の
初
め
、
急

に
「
東
京
ダ
モ
イ
」
が
現
実
と
な
っ
て
、
一
部
残
留
者
が
い
た

が
、
ほ
と
ん
ど
の
者
は
帰
国
組
に
入
っ
て
い
た
と
思
う
。
当
日

は
持
ち
物
と
い
っ
て
も
特
別
の
物
は
な
く
、
茶
碗
と
コ
ッ
プ
、

ス
プ
ー
ン
を
大
事
に
持
っ
て
鉄
道
駅
に
集
結
し
た
。
列
車
は
相

変
わ
ら
ず
有
蓋
貨
車
の
二
段
仕
切
り
で
、
車
内
は
「
ダ
モ
イ
」

一
色
に
な
り
、
故
郷
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
な
が
ら
、



気
持
ち
よ
く
楽
し
い
旅
に
な
っ
た
。
時
に
は
、
歌
謡
曲
や
浪
曲
、

民
謡
と
大
変
賑
や
か
で
、
列
車
も
順
調
に
走
り
続
け
、
一
週
間

く
ら
い
日
数
が
か
か
り
、
集
結
地
ナ
ホ
ト
カ
に
到
着
し
た
。

こ
こ
で
最
後
の
幕
舎
生
活
が
一
週
間
く
ら
い
続
き
、
着
い
た

日
か
ら
民
主
化
運
動
と
言
っ
て
、
赤
旗
の
歌
や
労
働
歌
を
毎
日

歌
わ
さ
れ
、
ア
ク
チ
ブ
に
よ
り
民
主
教
育
を
う
け
た
。
こ
れ
も

帰
国
の
た
め
に
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な
関
所
で
あ
っ
た

と
思
う
。
ま
た
、
ナ
ホ
ト
カ
の
高
台
に
あ
る
建
築
現
場
に
作
業

に
行
か
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
に
港
内
に
日
の
丸
を
つ
け
た
大

き
な
船
を
見
る
。

こ
の
船
が
私
た
ち
を
迎
え
に
来
た
船
だ
と
言
っ
て
、
み
ん
な

手
を
振
っ
て
喜
び
あ
っ
た
。
十
月
七
日
、
よ
う
や
く
乗
船
の
順

番
が
回
っ
て
き
て
、
艀
で
本
船
ま
で
運
ん
で
く
れ
た
。
久
し
ぶ

り
に
見
る
大
き
な
日
の
丸
の
旗
、
船
体
に
は
「
恵
山
丸
」
と
書

い
て
あ
り
、
感
動
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

広
い
船
倉
で
休
み
、
船
内
で
は
船
酔
い
を
す
る
者
も
な
く
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
か
っ
た
。
出
港
し
て
か
ら
も
日
本
海
は

波
一
つ
な
く
静
か
で
、
十
月
九
日
、
待
ち
望
ん
だ
舞
鶴
港
へ
上

陸
。
懐
か
し
い
祖
国
日
本
、
こ
ん
な
嬉
し
い
気
分
に
な
っ
た
こ

と
は
な
い
。

検
疫
を
終
え
、
引
揚
寮
の
大
き
な
風
呂
に
入
り
、
本
当
に
生

き
返
っ
た
気
分
に
な
っ
た
。
復
員
手
続
を
終
え
、
翌
朝
一
番
列

車
に
乗
り
、
故
郷
島
根
の
実
家
に
着
い
た
の
は
、
昭
和
二
十
二

年
十
月
十
日
、
夜
十
一
時
ご
ろ
だ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
五
十
年
に
な
る
が
、
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
日
を
境
に
暦
と
時
計
を
必
要
と
し
な
い
、
た
だ
食
欲
の
み

に
全
神
経
を
働
か
せ
時
を
過
ご
し
た
今
、
い
か
に
努
力
し
て
も

戦
友
の
名
前
、
ま
た
詳
し
い
日
常
生
活
を
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
今
こ
う
し
て
、
無
事
に
健
康
で
帰
国
で
き
、
酷
寒
の

な
か
、

異
国
の
地
で
尊
い
命
を
お
と
さ
れ
た
戦
友
の
皆
さ
ん
に
、

心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
帰
国
後
、
父
母
と
共
に
農
業
に
も
従
事
し
て
い
た
が
、

昭
和
五
十
五
年
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
地
元
の
市
役
所
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
退
職
後
は
家
内
と
と
も
に
、
再
び

農
事
を
し
な
が
ら
健
康
に
も
恵
ま
れ
今
日
ま
で
生
活
し
て
い
ま

す
。




